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ます。利用前に、小平市ホームページから最新の情報をご確認ください。また、施設やイベント利用時、氏名や連絡先な
どの記入をお願いする場合があります。情報は、必要に応じて保健所などの公的機関に提供する場合があります。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。

　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。

公共施設やイベントなど利用時のお願い▷市報こだいらに掲載したイベント・講座などは、中止・変更になる場合があり
ます。利用前に、小平市ホームページから最新の情報をご確認ください。また、施設やイベント利用時、氏名や連絡先な
どの記入をお願いする場合があります。情報は、必要に応じて保健所などの公的機関に提供する場合があります。

歳入 歳出 人件費
101億9,956万円(11.4%)
扶助費
217億374万円(24.2%)
公債費
33億4,331万円(3.7%)

物件費
117億3,975万円(13.1%)
補助費など
300億3,717万円(33.4%)
繰出金
60億8,500万円(6.8%)
普通建設事業費
40億6,718万円(4.5%)積立金など

26億7,693万円(2.9%)

市税
310億7,647万円(33.3%)

各種交付金･
市債(臨時財政対策債)など
115億3,359万円(12.4%)

国庫支出金
349億4,940万円(37.5%)

都支出金
110億8,061万円(11.9%)

使用料および手数料、繰入金など
27億8,867万円(2.9%)

市債（臨時財政対策債を除く）
18億7,800万円(2.0%)

一般財源

特定
財源

義務的
経費

任意的
経費

令和
２年度 小平市の財政事情 問合せ　財政課

☎０４２（３４６）９５０４

小平市には、一般会計のほかに3つの特別会計（国
民健康保険事業、後期高齢者医療、介護保険事業）
があり、歳入合計が前年度比25.3％増、歳出合計が
前年度比24.3％の増となりました。
代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入
では、市税は減となりましたが、国庫支出金や都支
出金などが増となったため、前年度比37.8％の増と
なりました。
一方、歳出では、農業費や労働費などが減となりま
したが、総務費や商工費、教育費などは増となり、
前年度比37.0％の増となりました。

決算の特徴

一般会計決算を家計に例えて、小平市と多摩地区の
他市を、小平家と同じ人数の他家として 1年間の
家計簿を作成しました（表 2参照）。
小平家は、家族の人数が同じ他家に比べて、収入、
支出とも小さな額になりました。その要因は、市税
（給料）などが少ない分、人件費（生活費）や扶助
費（学費・医療費）、普通建設事業費（家屋の増改築）
などを抑えているためです。

小平家・他家（２６市平均）の家計簿

ふるさと納税で市の歳入4億1,340万円が失われました（市民が他の自治体へ寄付したふるさと納税額4億1,911万円、小平市に寄付されたふるさと納税
額571万円）。

表 ３ 　小平市の財政指標

表 ２ 　小平家・他家（２６市平均）の家計簿

グラフ １ 　一般会計歳入・歳出の状況

表 １ 　令和 ２ 年度一般会計・特別会計 ３ 事業の決算状況

令和２年度の小平市の財政指標は表３のとおりで
す。健全化判断比率は各指標とも健全な数値となっ
ています。経常収支比率は、９０％を超える数値で推
移しており、財政は硬直化しています。

小平市の財政指標

項　　目 令和 ２年度（令和元年度） 説　　　明

財政力指数 ０.９６８（０.９７３）
０.９６０（０.９７２）

財政力の強弱を示す数値です（上段： ３か年平均、下段：単年度）。単年度で １を超えるほど財源に余裕があり、
普通交付税の不交付団体となります。令和 ２年度は、全国では、１,７１８市町村のうち７５市町村が不交付団体です。

経常収支比率 ９１.０％（９３.７％） 財政構造の弾力性を測定する比率です。高いほど財政運営が硬直化しており、政策的に使えるお金が少ないことを
示します。小平市の経常的な収入のうち、政策的な経費に使えるお金は９.０％であることを表しています。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 ―（―） 一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１１.５５％を超えると警戒ラ
インです。

連結実質赤字比率 ―（―） 一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。小平市の場合、１６.５５％を超えると
警戒ラインです。

実質公債費比率 ２.０％（１.７％） 一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率です（ ３か年平均）。
２５.０％を超えると警戒ラインです。

将来負担比率 ―（―） 一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率で
す。３５０.０％を超えると警戒ラインです。

資金不足比率 ―（―） 小平市下水道事業会計における資金不足額の、事業規模に対する比率です。２０.０％を超えると警戒ラインです。
※上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が、算定されないことを表し、また、将来の負担が少ないため将来負担比率が算定され
ないことを表します。

安全・安心で、いきいきとしたまちをめざして
・防災行政無線（固定系）のデジタル化改修
・防犯対策の充実
・鈴木遺跡国指定史跡化などの推進
快適で、ほんわかとするまちをめざして
・特別緑地保全地区用地の取得
・鎌倉公園、鷹の台公園、武蔵公園の整備
・地下水活用による流水再生に向けた用水路の整備
・公共下水道長寿命化対策・公共下水道雨水整備の推進
・E

エ ス コ

SCO事業を活用した小・中学校の照明LED化など
・食物資源資源化推進事業の拡充
・リサイクルセンター地域還元エリアの整備
健康で、はつらつとしたまちをめざして
・学童クラブの新設
・認可保育園（私立保育園）の新設
・ひとり親家庭・生活困窮者学習支援事業におけるICT
活用
・子育て世代包括支援センターの開設
・障がい者グループホームの自立支援給付費などの支援
・児童発達支援センターの整備（改修等設計）
・花小金井南中学校地域開放型体育館の建設
・学校給食センターの更新
・G

ギ ガ

IGAスクール構想実施（一人１台端末整備など）
住みやすく、希望のあるまちをめざして
・小川駅西口地区及び小平駅北口地区再開発事業の推進
・都市計画道路整備の推進
・市内公共交通の充実
・都市農業活性化支援事業
・観光まちづくりの推進
健全で、進化するまちをめざして
・小平市第四次長期総合計画の策定
・住民情報システムの再構築
・公共施設マネジメントの推進
新型コロナウイルス感染症対策
・特別定額給付金給付事業
・キャッシュレス購入へのポイント付与
・公共施設予約システムの利用対象施設の拡大

主な事業

区　　分 歳　　入 前年度比（％） 歳　　出 前年度比（％）

一般会計 ９３３億 １ 千万円 ３７.８ ８９８億 ５ 千万円 ３７.０

特
別
会
計

国民健康保険事業 １６７億 ２ 千万円 △２.１ １６５億 １ 千万円 △２.８

後期高齢者医療 ４４億 ５ 千万円 ２.７ ４４億 ３ 千万円 ２.６

介護保険事業 １４３億 ４ 千万円 ４.８ １３９億 １ 千万円 ３.３

合　　計 １,２８８億 ２ 千万円 ２５.３ １,２４７億円 ２４.３

1 年間の収入

収入内容 小平家 他家
（２６市平均）

市税（給料） ３１１万円 ３４２万円
各種譲与税、交
付金（諸手当） ５２万円 ５４万円
分担金・負担
金、使用料及び
手数料（アルバ
イト収入）

１６万円 １６万円

地方交付税・
国・都支出金（実
家からの仕送
り）

４７２万円 ５０１万円

財産収入（古物
売払い） ７万円 １５万円
繰越金（財布の
中身） ２１万円 ２２万円
稼ぎの計 ８７９万円 ９５０万円
繰入金（貯蓄取
り崩し） ２０万円 １７万円
市債（ローン借
入金） ３４万円 ３７万円

収入計 ９３３万円 １，００４万円

1年間の支出

支出内容 小平家 他家
（２６市平均）

人件費（生活費） １００万円 １０６万円
扶助費（学費、
医療費） ２２２万円 ２４０万円
公債費（ローン
返済金） ３３万円 ３７万円
物件費、維持補
修費（被服費、
消耗品）

１１９万円 １３１万円

補助費など（自
治会費） ２９６万円 ２９３万円
積立金（貯金） ２２万円 ２３万円
繰出金（仕送り） ６１万円 ６８万円
普通建設事業費
（家屋の増改築
など）

４６万円 ７２万円

支出計 ８９９万円 ９７０万円
※普通会計ベース。
※他家の数値は、２６市の総計をもとに小平
市の人口規模に合わせて算出しました。
※１万分の１に縮尺、１万円が実際の１億円に
なります。

グラフ ２ 　市債現在高の推移
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土地開発公社一般会計
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268億
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市債残高は、平成３０年度から令和 ２年度
までの ３年間で２０億円増加し、２８８億円
になりました。
市民 １人当たりで見ると約１４万 ７ 千円に
なります。
※表とグラフの合計は、端数四捨五入により合わない場合があります。

グラフ ３ 　基金現在高の推移
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29億

77億

22億

8億

30億

その他公共施設整備基金
職員退職手当基金財政調整基金

基金現在高は平成３０年度から令和 ２年度
までの ３年間で ８億円減少し、１２９億円
になりました。
市民一人当たりで見ると約 ６万 ６千円に
なります。
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の
電
気
を
、
希
望
者
が
共
同
購

入
す
る
こ
と
で
、
価
格
を
抑
え
て
利
用
で

き
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
自
然
の
電
気
は
、
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
環
境
に
や
さ
し
い
電
気
で
す
。
こ

の
機
会
に
、
自
然
の
電
気
へ
の
切
り
替
え

を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
登
録
を
し
て
も
、
切
り
替
え
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
積
り
を
見
て
、
自

身
で
切
り
替
え
を
判
断
で
き
ま
す
。

対
　
象　
従
量
電
灯
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
の
電
力

契
約
を
し
て
い
る
家
庭
・
商
店
な
ど

申
込
み　
令
和
４
年
１
月
３１
日
（
月
）
ま

で
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

H
検
索　
み
い
電

問
合
せ　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
☎
０
１

２
０
（
２
６
７
）
１
０
０
（
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合
は
☎
０
５
７
０
（
０
５

８
）
１
０
０
、
午
前
１０
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
（
土
曜・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
））

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
が

府
中
街
道
沿
い
に

歩
行
者
専
用
道
を
整
備

　
株
式
会
社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
が
、
社
会
貢

献
の
一
環
と
し
て
、
都
と
市
の
連
携
に
よ

り
、
府
中
街
道
沿
い
の
自
社
の
敷
地
を
活

用
し
て
整
備
し
た
歩
行
者
専
用
道
が
、
１１

木
目
込
人
形
体
験

小
平
ふ
る
さ
と
村

親
子
郷
土
学
習

　
日
本
伝
統
の
木
目
込
人
形
の
制
作
を
親

子
で
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　
小
平
市
木
目
込
人
形
の
会
の
江
連
紀
子

さ
ん
か
ら
、
小
さ
な
ま
り
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
２８
日
（
日
）　
午
前
１０
時

３０
分
〜
正
午

と
こ
ろ　
小
平
ふ
る
さ
と
村

費
　
用　
５
百
円

対
　
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
員　
５
組
１０
人

申
込
み　
１１
月
１２
日
（
金
）
ま
で
に
、
小

平
ふ
る
さ
と
村
へ
（
電
話
可
、
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
☎
０４２
（
３
４
５
）
８

１
５
５み

ん
な
の
ま
ち
小
平

作

品

展

児
童
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
郷
土
こ
だ
い
ら
の
魅
力
を
自
由
に
描
い

た
、
子
ど
も
た
ち
の
力
作
約
百
３０
点
を
展

示
し
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
２１
日
（
日
）
〜
１２
月
２６
日

（
日
）

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
１
階
情
報
ロ
ビ

ー※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後
　
援　
小
平
美
術
会
、
小
平
市
教
育
委

員
会
、
小
平
市

問
合
せ　
小
平
市
文
化
振
興
財
団
☎
０４２

（
３
４
５
）
５
１
１
１

小
平
市
民
文
化
祭

▪
歌
謡
祭

　
小
平
市
歌
謡
連
盟
所
属
会
員
が
昭
和
の

名
曲
な
ど
約
４０
曲
を
歌
い
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
２１
日
（
日
）　
午
後
０
時

３０
分
開
演　
正
午
開
場

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

申
込
み　
当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　
小
平
歌
謡
連
盟・陣
内
☎
０４２（
３

４
５
）
６
７
７
５

▪
小
平
青
少
年
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

と
　
き　
１２
月
５
日
（
日
）　
午
後
３
時

開
演　
２
時
１５
分
開
場

と
こ
ろ　
ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
　
容　
ケ
ル
ト
民
謡
に
よ
る
組
曲
ほ
か

※
入
場
券
を
１１
月
５
日
（
金
）
か
ら
、
ル

ネ
こ
だ
い
ら
チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配

布
し
ま
す
。

問
合
せ　
小
平
青
少
年
吹
奏
楽
団
・
白
井

☎
０
７
０
（
４
５
５
１
）
９
９
１
９
（
夜

間
の
み
）

陶
磁
器
食
器
や

未
利
用
食
品
な
ど
の
回
収

リ
サ
イ
ク
ル
き
ゃ
ら
ば
ん

と
　
き　
１１
月
２６
日
（
金
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
小
川
西

町
５
丁
目
８
番
）

※
車
で
持
ち
込
め
ま
す
。

内
　
容　
▽
陶
磁
器
食
器
の
回
収
…
茶
わ

ん
、皿（
割
れ
た
物
も
可
、
汚
れ
た
も
の
は

洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ラ
ス
製
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
な
ど
の
食
器
や
、
食
器
以
外
は

不
可
。包
装
紙
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
）

▽
小
型
家
電
の
回
収
…
携
帯
電
話
、
卓
上

計
算
機
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
ほ
か

▽
廃
食
油
の
回
収
…
未
使
用
可
、
ラ
ー
ド

や
バ
タ
ー
な
ど
の
動
物
性
油
不
可
、
食
用

以
外
の
油
不
可

※
現
地
で
回
収
タ
ン
ク
に
入
れ
て
、
容
器

は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

▽
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
利
用
食
品
の
回

収
）
…
米
、
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ

ト
ル
ト
食
品
、
パ
ス
タ
な
ど
の
乾
物
、
コ

ー
ヒ
ー
、
調
味
料
ほ
か
（
未
開
封
で
包
装

や
外
装
が
破
損
し
て
い
な
い
も
の
、
賞
味

期
限
が
一
か
月
以
上
先
の
も
の
）

※
生
鮮
食
品
や
瓶
詰
め
食
品
は
不
可
。

▽
紙
パ
ッ
ク
の
回
収

▽
雑
貨
交
換
…
ま
だ
使
え
る
お
も
ち
ゃ
、

ぬ
い
ぐ
る
み
（
３０
㌢
㍍
以
内
）、
育
児
用

品
を
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
菓
子
と
の

交
換

※
い
ず
れ
も
事
業
系
の
も
の
、
粗
大
ご
み

は
不
可
。
回
収
で
き
な
い
も
の
は
、
お
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
資
源
循
環
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
５

ご
近
所
ク
エ
ス
ト

チ
ー
ム
で
ま
ち
巡
り

▪
こ
だ
い
ら
プ
チ
田
舎
会
議

　
小
平
の
魅
力
的
な
場
所
を
案
内
し
た
い

方
と
知
り
た
い
方
を
組
み
合
わ
せ
て
、
チ

ー
ム
で
ま
ち
巡
り
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　
ま
ち
巡
り
の
あ
と
に
は
、
ま
ち
の
魅
力

を
チ
ー
ム
ご
と
で
発
表
し
合
い
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
２７
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　
学
園
東
町
地
域
セ
ン
タ
ー

定
　
員　
３０
人

主
　
催　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
（
先
着
順
）

H
検
索　
小
平
に
こ
な
い
か

問
合
せ　
こ
だ
い
ら
観
光
ま
ち
づ
く
り
協

会
☎
０４２
（
３
１
２
）
３
９
５
４

市
役
所
正
面
玄
関
前
で

小
平
産
農
産
物
を
販
売

　
小
平
産
農
産
物
を
市
役
所
正
面
玄
関
前

で
販
売
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
市
内
で
採

れ
た
農
産
物
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

と
　
き　
１１
月
１０
日
〜
１２
月
２２
日
の
水
曜

日　
午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時　
荒
天

中
止

と
こ
ろ　
市
役
所
正
面
玄
関
前

問
合
せ　
産
業
振
興
課
☎
０４２
（
３
４
６
）

９
５
３
３

紅
葉
の
谷
戸
沢
処
分
場

自

然

観

察

会

　
埋
立
て
が
終
了
し
た
谷
戸
沢
処
分
場

で
、
再
生
し
た
自
然
環
境
を
体
感
で
き
る

見
学
会
で
す
。

と
　
き　
１２
月
２
日
（
木
）

※
集
合
、
解
散
は
JR
八
王
子
駅
付
近
。
詳

し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
　
用　
５
百
円

対
　
象　
多
摩
地
域
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
（
未
就
学
児
不
可
）

定
　
員　
２０
人

申
込
み　
１１
月
１５
日
（
月
）
ま
で
に
、
は

が
き
に
「
自
然
観
察
会
参
加
希
望
」
と
明

記
し
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

通
勤
通
学
先
（
多
摩
地
域
に
お
住
ま
い
で

な
い
方
の
み
）
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ

先
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま

す
。

H
検
索　
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

問
合
せ　
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合

「
紅
葉
の
谷
戸
沢
処
分
場
自
然
観
察
会
」

係
（
〒
１９０
︱
０
１
８
１　
日
の
出
町
大
字

大
久
野
７
６
４
２
）☎
０
４
２（
５
９
７
）

６
１
５
２

月
１５
日
（
月
）
に
開
通
し
ま
す
。

　
名
称
は
、
公
園
の
歩
道
の
よ
う
に
と
い

う
思
い
を
込
め
、「
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン　
パ

ー
ク
ウ
ェ
イ
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小

平
第
六
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
愛
称

の
考
案
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
愛
称
が

書
か
れ
た
看
板
は
歩
道
沿
い
に
設
置
し
ま

す
。

問
合
せ　
株
式
会
社
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
小
平

施
設
管
理
部
☎
０４２
（
３
０
３
）
３
４
１
１

犬
を
飼
う
前
に
考
え
よ
う

講
演
会

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぶ
る
ー
べ
り
ー
愛
犬
ふ
ぁ

み
り
ー
協
会
理
事
長
の
佐
々
木
邦
夫
さ
ん

か
ら
、
命
の
大
切
さ
や
、
飼
育
の
大
変
さ

を
学
び
ま
す
。

　
犬
を
飼
う
前
に
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

と
　
き　
１２
月
１１
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
正
午

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
学
習
室
４

対
　
象　
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
う
予
定
の
市

内
在
住
の
方

定
　
員　
２７
人

申
込
み　
１２
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
環
境
政
策
課
へ
（
先
着
順
）

☎
０４２
（
３
４
６
）
９
５
３
６
、
Akanky

oseisaku@city.kodaira.lg.jp

カエデをはじめとする、飛ぶ種を紙で作りましょ
う。種子を飛ばす植物の生態についての本も紹介し
ます。
イベントは、テレビ会議システム（ズーム）で行い
ます。
と　き　１１月２３日（火・祝）　午後２時〜２時４５分
対　象　４歳〜小学３年生とその保護者
定　員　２０組
申込み　１１月５日（金）の午前１０時から１６日（火）の
午後３時までに、東京電子自治体共同運営サービス
のホームページ（スマートフォンからは３面左上の
ＱＲコードを読み取ってアクセス）へ（先着順）
問合せ　中央図書館☎０４２（３４５）１２４６

パネル展示と啓発グッズ配布
と　き　１１月８日（月）〜２６日（金）
ところ　市役所１階ロビー
問合せ　市民協働・男女参画推進課☎０４２（３４６）９６１８

令和３年度のテーマは、性暴力を、なくそうです。
相手の望まない性的な行為は、性暴力です。年齢、性別にかかわらず身近な人
や夫婦・パートナー間でも起こります。一人で抱えこまず相談してください。

女性に対する
暴力をなくす運動

１１月１２日〜２５日は、
女性に対する暴力の根
絶を訴えるパープルリ
ボン運動の期間です。

女性が抱えるさまざまな問題を専門の相談員と一緒に考え、解決する場で
す。秘密は厳守します。
と　き　月曜〜土曜日　午前１０時〜午後４時
※月曜日は午後６時まで。
問合せ　女性相談室☎０４２（３４５）２４１５
※ほかに、内閣府のＤＶ相談プラスでは、電話（☎0120（279）
889（２４時間受付））、メール、チャットで相談できます。詳
しくはホームページ（右図ＱＲコード）をご覧ください。

小平市の相談窓口　女性相談室

内閣府
DV相談プラス

性犯罪・性暴力の被害者のための
ワンストップ支援センター（＃８８９１）
性犯罪・性暴力の被害にあった方の状態や
ニーズを把握し、必要な支援が提供できる
関係機関や団体（カウンセラー、法律相談、
産婦人科医療など）を紹介します。匿名で
相談できます。秘密は厳守します。

性暴力に関するSNS相談
Cure time（キュアタイム）
月曜・水曜・土曜
日の午後５時から
９時まで、チャッ
トで相談を受け付
けています。

内閣府
Cure time

オンラインイベント

かがくあそび　
とぶたねをつくろう


